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『つかう』
　公民館には大・中・小研修室、調理実習室、多目的研修
室、工作室など、さまざまな部屋がありま
す。使用料も安いため、会議やサークル
活動など用途に合わせて利用できます。

『つながる』
　公民館は、学校や地域住民、他の社会教育施設などと
連携して社会教育活動を行っており、皆さんと諸団体を
結ぶお手伝いもしています。「やりたいことがあるけど、
どうすれば…」という人は、公民館にご相談ください。

※�内容によっては使用できない場合もありますので、詳しくはお
尋ねください。

　公民館は大きく分けて「まなぶ」「つかう」「つながる」の
３つの活用法があります。前回の「まなぶ」に引き続き、
今月は「つかう」「つながる」について紹介します。

　こどもの読書週間（４月23日㈪～5月12日㈯）に併せ、
イベントや展示を行います。詳しい内容は図書館ホーム
ページ、または各図書館にお問い合わせください。

絵本作家のよしながこうたく先生のライ
ブイベントを開催します。
◀『給食番長』 好学社

絵本「給食番長」の
よしながこうたく先生がやってくる！

と　き　５月３日㈭㈷
　　　　［開場］午後１時　［開演］午後１時30分
ところ　中央図書館
対　象　市内の小学生（先着100人）
申し込み先　各図書館　

　中央図書館以外の３館は、半年間の試験期間として日
曜・祝日も開館します。
【開館時間】 午前10時～午後５時こどもどくしょフェスティバル開催！ 

図書館の開館時間・休館日が変わります

私の公民館デビュー action!

部屋はどうやって借りるの？

菊池市生涯学習センターホームページ
http://www.library-kikuchi.jp
[問い合わせ先] 中央図書館 ☎0968（25）1111  中央公民館 ☎0968（25）1672

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎0968（25）1111
☎0968（25）1115
☎0968（25）1580
☎0968（25）3332

☎0968（25）1672
☎0968（25）2028
☎0968（25）1580
☎0968（25）3332

月曜日
休 館 日

・�私の本棚（子ども向け）▶好きな本を集めて、1人一つ
の本棚を作り、展示します。

・�妖怪クイズラリー▶図書館にひそむ妖怪を見つけ、ク
イズにチャレンジ。

泗 水

・�おすすめ本展示▶司書のおすすめ本を紹介します。
七 城

・�うちどくノート配布▶読んだ本と感想を書けるノート
を配布します。
・�おみくじ▶本を借りると「日本のむかしばなし」をモチー
フにしたおみくじが引けます。

旭 志

公民館の部屋と使用料を市ＨＰの菊池市施設予
約管理システムもしくは電話などで調べます。

Step1

使用する部屋、日時、目的などを電話で問い合わ
せます。※電話による申し込みや仮予約はでき
ませんが、空き状況の確認はできます。

Step2

利用する日までに公民館で申請書を
記入・提出し、利用料を支払います。

Step3

当日いざ入室。Step4

図 書 館

公 民 館

５月４日㈮㈷　エプロンおばちゃんのおはなし会
　　　　　　図書館スタッフと一緒にお菓子づくり
５月５日㈯㈷　つまごめ座の紙芝居
５月６日㈰　　図書館スタッフによるおはなし会

中 央

※�リサイクル本の販売（１冊10円）や図書館クイズなども開催します。

23 222018 May広報きくち2018 May広報きくち


